
３ 「 家庭と同様の環境における養育の推進 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現状・これまでの取組  

１ 里親制度の普及、登録家庭数の拡大、委託の促進 

 〇 里親制度の認知度の向上を図るため、ウェブサイトの運営等の広域的な広報や、

フォスタリング機関による地域でのイベント参加や住民向け広報の実施、里親体験

発表会の開催、学校や医療機関への出前講座等の取組を実施しています。 

 

 〇 フォスタリング機関に区市町村連携コーディネーターを配置し、区市町村と連

携した里親の新規開拓及び普及啓発等に関する取組を実施しています。 

 

  〇 都における、代替養育を必要とする児童全体に占める里親、ファミリーホーム

への委託率（里親等委託率）は、１７．５％（令和５年度末）となっています。養

育家庭の登録数及び里親等委託率は増加傾向にありますが、計画の目標値からは若

干下回っている状況にあります。 

 

 〇 養子縁組里親3は、登録家庭数に対して養子縁組の候補となる児童が少ないこと

などから、マッチングに至らない家庭が多く存在しています。マッチングを待って

いる養子縁組里親は、研修により一定の知識・スキルを習得しており、また養子縁

組にはこだわらず、児童を長期的に養育することを希望する家庭もあることから、

養子縁組里親に対して養育家庭4としての委託ができるよう、養子縁組里親と養育

家庭の両方に里親として登録をする、二重登録の運用を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 
3 要保護児童を、養子縁組を目的として養育する里親として、登録された家庭 
4 要保護児童を、養子縁組を目的とせずに、一定期間養育する里親として、登録された家庭 

 

（目指す方向性） 

〇 里親制度の普及と登録家庭数の拡大、社会的養護を必要とする児童の里親等へ

の委託を促進します。 

 

〇 里親の養育を支えるための、里親に対する支援を充実します。 

 

〇 特別養子縁組に関する取組を推進します。 
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２  里親に対する 支援 

 〇 里親のリ ク ルート や里親に対する 研修、 委託中の養育への支援並びに里親委託

措置解除後におけ る 支援に至る ま で の一貫し た 里親支援を 行う フ ォ ス タ リ ン グ 機

関事業を 、 令和 2 年度から 開始し ま し た 。 令和６ 年度中には、 東京都の所管する

全域において 、 フ ォ ス タ リ ン グ 機関を 導入する 予定です。  

 

〇 令和６ 年４ 月に施行さ れた 改正児童福祉法において 、 里親支援事業や、 里親や

委託児童等に対する 相談支援等を 行う 「 里親支援セ ン タ ー」 が、 「 児童福祉施設」

と し て 位置づけ ら れま し た 。  

 

〇 里親が抱え る 課題への対応力向上を 目的と し た 里親フ ォ ロ ーア ッ プ 研修や、 未

委託家庭を 対象と し た 里親ス キ ルア ッ プ 研修等の研修機会の提供、 未委託家庭に

対する 家庭訪問の実施な ど 、 里親のス キ ルア ッ プに向け た 取組を 実施し て いま す。 

 

〇 児童の処遇等に関し て 、 チーム 養育の中で調整ができ な いケ ース について 、 児

童の利益を 守り 、 権利擁護を 図る 観点か ら 、 第三者の立場で 意見を 聴取し 、 調整

を 行う 里親養育専門相談事業（ 里親子のサポ ート ネ ッ ト ） を 、 令和 3 年度から 実

施し て いま す。  

 

〇 一方で、ケ ア ニ ーズ の高い児童の増加、児童の特性への対応の困難さ な ど から 、

委託後に不調と な る ケ ース が存在し て いま す。  

 

 

３  特別養子縁組に関する 取組の推進  

 〇 民法等の改正によ り 、 令和２ 年度から 、 特別養子縁組の養子候補者の上限年齢

が 6 歳未満から 1 5  歳未満に引き 上げら れる と と も に、 特別養子縁組成立の審判

について 、 二段階手続が導入さ れま し た 。  

 

 〇 家庭で適切な 養育を 受け ら れな い新生児を 対象と し て 、 特別養子縁組が最善と

判断し た 場合に、でき る だけ 早期に委託に結びつけ る こ と を 目的と し た 、 新生児委

託推進事業を 実施し て いま す。  

 

 〇 養子縁組成立後の里親を 対象と し た 、 児童の生い立ち の整理のた めの、 個別支

援プロ グ ラ ム 事業を 、 令和４ 年度から 実施し て いま す。  
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 課題と 取組の方向性  

＜課題１ ＞里親の普及、 登録家庭数の拡大、 委託の促進 

 〇 乳幼児や高齢児等、 様々な ニ ーズ に適う マ ッ チン グ が可能と な る よ う 、 多様な

里親の登録が必要です。  

 

〇 里親登録数の拡大には、 里親制度の社会的な 理解の促進や、 認知度の更な る 向

上が必要です。  

 

〇 施設に措置を さ れて いる 児童の中には、 里親への委託が望ま し い児童も いる こ

と から 、 パーマ ネ ン シ ー保障の考え のも と 、 児童の成長や背景に合わせた 、 措置

先の検討を 行う こ と が必要です。  

 

〇 実親の同意取得が困難であ る こ と を 理由に委託に至ら な いケ ース が存在する こ

と から 、 実親に対し 里親制度への理解を 促すた めの取組が必要です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 取組１ －４ ） 里親委託促進に向け た 取組 

〇 児童相談所におけ る 専門職の計画的な 増員と 、家庭養育優先原則と パーマ ネ ン

シ ー保障を 徹底する マ ネ ジ メ ン ト 体制を 強化し ま す。  

 

〇 各児童相談所における 里親等委託率や課題を 定期的に共有し 、進捗状況の確認

を 徹底し ま す。  

 

〇 実親の里親制度への理解を 促し 、 委託を 促進する た め、 実親への説明や委託中

の交流を 支援する 仕組みを 検討し ま す。  

 

〇 里親の登録数の増加に向け、 更新期間を ２ 年から ５ 年に変更し ま す。 更新期 

間の見直し に伴い、里親そ れぞれの状況に合わせた 研修の受講を 推奨する な ど 研

修の充実を 図り 、 里親の資質を 確保し て いき ま す。  

（ 取組１ －３ ） 里親のリ ク ルート に係る 区市町村と の連携強化 

〇 フ ォ ス タ リ ン グ 機関事業の都内全域での実施によ り 、区市町村と 連携を し た 地

域に根差し た リ ク ルート 活動の強化に取り 組みま す。  

（ 取組１ －１ ） 効果的な リ ク ルート 方法の検討 

〇 里親委託児童は年齢や委託期間等、様々な ニ ーズ があ る こ と を 周知する と と も

に、 多様な 里親の登録に繋がる 効果的な リ ク ルート 方法を 検討し ま す。  

（ 取組１ －２ ） 里親制度の普及啓発 

〇 民間企業に対する 説明会の実施等、対象を 明確にし た 効果的な 広報を 実施し ま

す。  

-73-



＜課題２ ＞里親に対する 支援 

〇 ケ ア ニ ーズ が高く 対応が困難な 児童への対応等、 里親家庭の抱え る 養育の不安

や悩み等に対し て 、 里親の養育力向上に資する 取組の実施と と も に、 気軽に相談

ができ る 体制の構築な ど 、 里親に寄り 添っ た 支援が必要です。  

 

〇 里親の子育て を 支え る た めに、 地域や企業の理解を 促進し 、 育て やすく 働き や

すい環境の醸成が必要です。  

 

 〇 委託後の不調を 未然に防ぐ た め、 マ ッ チン グ から の丁寧な ア セ ス メ ン ト の実施

や、 里親の負担に対する 支援、 里親自身の養育力の向上が必要です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題３ ＞特別養子縁組に関する 取組の推進  

〇 養子縁組里親の登録数は増加傾向にあ り ま すが、 養子縁組候補と な る 児童が少

な く 、 マッ チン グ に至ら な い家庭が多く 存在し ま す。  

 

〇 児童の心身の成長や発達にと っ て 、 特定の大人と の愛着形成が重要であ り 、 実

親の養育が望めな い場合にはな る べく 早期の委託が望ま し いも のの、 ア セ ス メ ン

ト やマ ッ チン グ ・ 交流に時間を 要する こ と があ り ま す。  

 

〇 養子縁組成立後の養子、 養親、 実親への支援について 十分な ノ ウ ハウ が蓄積さ

れて いな い状況があ り ま す。  

（ 取組２ －１ ） 包括的、 一貫し た 里親支援体制の構築 

〇 フ ォ ス タ リ ン グ 機関事業を 着実に実施する と と も に、 実績の評価を 行い、 里

親支援セ ン タ ーへの移行に向け て 、 里親への支援の充実のた めに必要な 機能等

について 検討し ま す。  

 

〇 レ ス パイ ト 機能の強化や、 シ ョ ート ス テ イ な ど の地域事業の活用によ る 、 予

防的視点の支援を 強化し ま す。  

  

（ 取組２ －３ ） 里親の養育力向上に資する 取り 組みの強化 

 〇 ケ ア ニ ーズ の高い児童の養育に資する 研修や、養育家庭の経験に合わせた 支援

の実施等によ り 、 里親の養育力向上に向け た 取組を 強化し ま す。  

（ 取組２ －２ ） 理解の醸成と 、 里親を 支え る 体制の強化 

 〇 関係機関の連携によ り 里親を 支援する 体制（ チーム 養育） の強化を 図り ま す。 

   

 〇 民間企業に対する 説明会の実施等、対象を 明確にし た 効果的な 広報を 実施し ま

す。（ 再掲）  
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（ 取組３ －１ ） 特別養子縁組委託候補児童の検討 

〇 実親によ る 養育が望めず、 他に養育でき る 親族等がいな い児童について は、 特

別養子縁組を 検討し ま す。  

 

〇 児童相談所長によ る 特別養子適格の確認の申立等について 、積極的に検討し ま

す。  

 

（ 取組３ －２ ） 早期の委託に向け た 支援体制の強化 

〇 乳児院や民間あ っ せん機関等の関係機関と の連携を 強化し 、養親希望者と 養子

候補者と な る 児童の交流、 マ ッ チン グ が円滑に行われる 体制を 整備し ま す。  

 

〇 特に、 新生児が養子候補者と な っ た 場合について は、 でき る 限り 新生児のう ち

に養子縁組里親への委託を 進めら れる よ う 、 体制を 強化し ま す。  

（ 取組３ －３ ） 縁組成立後の支援の検討 

〇 養子縁組里親に対し て 縁組成立後も 継続し た 支援を 行い、児童の家庭を 取り 巻

く 個々の 状況に応じ た 児童の生い立ち の 整理のた めの 個別支援プロ グ ラ ム を 実

施し ま す。  

 

〇 養子の出自を 知る 権利を 保障し 、出自を 知る 権利に関する 支援を 望む者への支

援方針等の検討を 行いま す。  
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 評価指標  

取組 指標名 現状 目標値 

共通 ３ 歳未満、 ３ 歳以上の 就

学前、 学童期以降の 里親

等委託率 

【 里親等委託率】  

３ 歳未満   1 4 .4 %  

３ 歳～就学前 2 3 .7 %  

学童以降   1 6 .9 %  

合計     1 7 .5 ％ 

（ 令和 5 年度）  

 

【 里親等委託率】  

３ 歳未満  5 0 .5 %  

３ ～就学前 5 0 .5 %  

学童以降  3 3 .6 %  

合計    3 7 .4 ％ 

共通 ３ 歳未満、 ３ 歳以上の 就

学前、 学童期以降の 登録

率5 、 稼働率 

【 登録率】  4 2 .5 %  

【 稼働率】  4 1 .3 ％ 

 

（ 令和 5 年度）  

 

【 登録率】 7 4 .6 %  

【 稼働率】 5 0 .0 %  

共通 養育里親、 専門里親、 養

子縁組里親そ れぞれの 里

親登録（ 認定） 数 

養育里親 8 0 1 家庭 

専門里親   1 9 家庭 

養子縁組 4 4 8 家庭 

（ 令和５ 年度）  

養育里親 

1 ,6 6 9 家庭 

専門里親 

4 0 家庭 

養子縁組 

9 3 3 家庭 

共通 フ ァ ミ リ ーホ ーム 数 3 0 ホ ーム  

（ 令和 5 年度）  

4 0 ホ ーム  

（ 定員 2 4 0 人）  

共通 里親登録（ 認定） に 係る

都道府県児童福祉審議会

の開催件数 

年 6 回 

（ 令和 5 年度）  
年６ 回で継続 

共通 養育里親、 専門里親、 養

子縁組里親そ れぞれの 委

託里親数、 委託児童数 

【 養育里親】  

・ 委託里親数 3 8 3 家

庭 

・ 委託児童数 4 4 6 人 

【 専門里親】  

・ 委託里親数 ５ 家庭 

・ 委託児童数 ５ 人 

【 養子縁組里親】  

・ 委託里親数 4 9 家庭 

・ 委託児童数 5 1 人 

（ 令和５ 年度）  

増やす 

 
5  登録率    

     里親登録数×平均受託児童数＋フ ァ ミ リ ーホ ーム の 定員数       

乳児院・ 児童養護施設の 入所児童数＋里親・ フ ァ ミ リ ーホ ーム への 委託児童数 
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共通 新 規 フ ァ ミ リ ー ホ ー ム

数、 委託児童数 

新規 ２ ホ ーム  

（ 令和 5 年度）  

委託児童数 1 2 0 人 

（ 令和５ 年度）  

増やす 

共通 里親登録（ 認定） に 対す

る 委託里親の割合 
3 8 .0 ％ 

（ 令和５ 年度）  
増やす 

取組２ －１  里親支援セ ン タ ーの 設置

数 —  

フ ォ ス タ リ ン グ 機関

の実施状況を 評価の

上で検討 

取組２ －１  民間フ ォ ス タ リ ン グ 機関

の設置数 

8 児童相談所 

（ 令和７ 年１ 月）  

都児相管轄内すべて

に設置 

取組２ －１  児童相談所に おけ る 里親

等支援体制の整備 

フ ォ ス タ リ ン グ 機関事

業の実施８ か所 

（ 令和７ 年１ 月）  

都内全域 

取組２ －２  基礎研修、 登録前研修、

更新研修な ど の 必須研修

以外の研修の 実施回数、

受講者数 

９ ６ 回 延べ 1 ,0 1 4 人 

（ 都実施分）  

（ 令和 5 年度）  

増やす 

取組３ －１  児童相談所を 通じ た 特別

養子縁組の成立件数 

３ ６ 件 

（ 令和 5 年度）  

必要に応じ た 対応の

着実な 実施 

取組３ －２  民間あ っ せん 機関を 通じ

た 特別養子縁組の成立件

数 

 

０ 件 

（ 都児相所管分）  

（ 令和５ 年度）  

—  

取組３ －１  親と の 交流の 途絶え た ケ

ース 、 親の 行方不明、 特

別養子縁組不同意ケ ース

等に係る 児童相談所長に

よ る 特別養子適格の 確認

の審判の申立件数 

２ 件 

（ 都児相所管分）  

（ 令和５ 年度）  

申立の積極的な 検討

と 、必要に応じ た 対応

の着実な 実施 

取組３ －２  里親支援セ ン タ ーやフ ォ

ス タ リ ン グ 機関（ 児童相

談所を 含む）、 乳児院、 民

間団体等に よ る 特別養子

縁組等の 相談支援体制の

整備  

フ ォ ス タ リ ン グ 機関 

８ か所 

（ 令和７ 年１ 月）  

民間あ っ せん機関（ 都

内） ５ 機関 

（ 令和６ 年度）  

連携強化 
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主な 施策  

・ 養育家庭等 

 里親委託期間中の児童にかかる 経費について 、 児童福祉法に基づき 、 措置費を 支 

弁し ま す。  

 

・【 拡充】 養育家庭（ 措置費の拡充（ 認証保育所等費））  

  里親委託児童の保育所入所及び学童ク ラ ブの利用に係る 経費について 、 措置費を  

支弁する こ と によ り 、 共働き 家庭への支援を 強化し 、 更な る 里親制度の普及促進、

積極的活用及び里親委託率の促進を 図り ま す。  

 

・【 拡充】 広報・ 啓発事業 

  都の里親制度について 広く 周知し 、 登録家庭数の拡大や制度理解の促進等を 図る  

こ と によ り 、 里親等委託率の向上を 図り ま す。  

 

・ 里親養育力向上総合プロ グ ラ ム  

  里親の養育力向上のた めのフ ォ ロ ーア ッ プ研修及び縁組成立後の支援等を 実施し  

ま す。  

 

・ 養育家庭制度 

  養育に係る 負担を 軽減する た めのレ ス パイ ト ・ ケ ア 6 の提供を 行う ほか、 措置解除 

と な っ た 元里子に対し 、 養育家庭等を 通じ て 居住費を 支援する 等、 養育家庭等に対

する 支援活動を 行い児童の処遇向上を 図り ま す。  

 

・ 里親委託交流経費補助事業 

  交流中の養育家庭、 養子縁組里親及びフ ァ ミ リ ーホ ーム （ 法人型を 除く ） の負担 

を 軽減する た めに、 里親が委託候補児童と 交流を 行っ た 場合に補助を 行いま す。  

 

・【 拡充】 フ ォ ス タ リ ン グ 機関（ 里親養育包括支援機関） 事業  

  里親への委託を よ り 一層推進する た め、 里親のリ ク ルート 及びア セス メ ン ト 、 里 

親に対する 研修、 児童と 里親のマ ッ チン グ 、 児童の里親委託中におけ る 里親養育へ

の支援、 里親委託措置解除後におけ る 支援に至る ま で の一貫し た 里親支援及び養子

縁組に関する 相談・ 支援を 総合的に実施し ま す。  

 

 

・【 拡充】 新生児委託推進事業 

 家庭で適切な 養育を 受け ら れな い新生児を 対象と し て 、 特別養子縁組が最善と 判

断し た 場合に、 でき る 限り 早期に里親子を 結びつけ ら れる よ う 、 養子縁組里親の養

育力向上のた めの研修実施や新生児と 養子縁組里親の交流支援等を 行い、 新生児委

託を 推進し ま す。  

 
6  委託児童を 養育し て い る 里親及びフ ァ ミ リ ーホ ーム 養育者の 、 一時的な 休息の た め の 援助 
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・【 拡充】 乳児院の家庭養育推進事業 

 乳児院に治療的・ 専門的ケ ア が実施でき る 養育体制を 整備する こ と によ り 、 被虐 

待児、 病虚弱児、 障害児等の支援を 充実さ せる と と も に、 保護者等に対する 育児相

談等の支援体制を 強化し 、 入所児童の家庭復帰や里親委託を 促進し ま す。  
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